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　新年明けましておめでとうございます。

　日本経済は、リーマンショックから緩やかに回復しつつあるものの、円高の進行や中

国をはじめとする発展途上国の追い上げにより厳しい経済環境にある。また、地球環境

と経済発展を両立する持続可能な社会の実現が求められており、資源の安定確保も喫緊

の課題となっている。そのような中、セラミックスは、電子分野、化学工業分野、レアメタ

ル代替のキーマテリアルとして注目されており、電子・イオン伝導性、磁性などの更なる

特性の向上及び触媒特性などの新たな特性を持った材料の開発が期待されている。

　これまでのセラミックスの材料開発のアプローチは材料の合成・評価を繰り返すといっ

たトライアンドエラーが主流であったため特性向上や新たな特性発現につながる確率

が低く、開発スピードも遅いといった問題点があった。

　コンピュータの進化とともに計算材料設計の技術が急速に進歩し、実際に材料を合成

することなくコンピュータ上でセラミックスの結晶格子を組み立て、構成する原子の配

置や置換などナノレベルで設計を行い、その単結晶部の特性を予測することができるよ

うになってきている。

　そのため、多くの研究機関・企業により電子材料や触媒材料などの分野で計算材料設

計を取り入れた材料開発が進められている。しかし、設計した結晶の安定性、多結晶体で

あるセラミックスの粒界特性などの計算材料設計が不十分であり、大きな成果につながっ

ていないのが現状である。

　ＪＦＣＣは、コア技術として保有していた「電子顕微鏡による微構造解析」と「第一原

理計算などによる計算材料設計」の組み合わせにより、企業の材料開発および実用化を

支援することを目的として２００７年にナノ構造研究所を設立し、これまでにリチウム

電池材料中のリチウム原子の観察、誘電材料やリチウム電池材料などを対象とした計算

材料設計による特性予測など、着実に研究成果を挙げている。今後、セラミックスの材料

開発や実用化につなげるためには、上記したような材料の安定性予測や粒界の特性予測

が不可欠であり、これらの取り組みへの強化が必要と思われる。

　中部地方には、セラミックス製造の基盤と自動車、航空機などの産業の基盤が存在し、

セラミックスを新製品に結び付けるのに適した土壌がある。

　ＪＦＣＣにはセラミックスのプロの研究機関として、微構造解析と計算材料設計の融

合による材料開発の新たな手法の発信など、セラミックス業界をリードするような研究

成果を期待している。
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事業報告事業報告

ファインセラミックスシンポジウム2010開催

　11月11日（木）名古屋国際会議場において、ファインセラミックスシンポジ
ウム2010を開催しました。
　本年度は『電力貯蔵の最新動向と将来展望』と題して、第一線でご活躍の方々
に、再生可能エネルギーの大量導入により、電力システムはどのように変わ
るのか、また、電力貯蔵で期待されるNAS電池、キャパシタ、リチウムイオン
電池は電力の有効活用にどのような役割を果しているのか、電池の解析評価
技術の動向も交えて、わかりやすくご講演していただきました。

　企業・研究機関・官公庁等から約300名の方々が参加され、活発な討議が行われ、意義あるシンポジウムとすること
ができました。来年度も皆様のご希望をできるだけ取り入れるように企画立案いたします。

第20回企画運営委員会の開催

　新法人移行にともなう体制の見直しにより、最後となる企画運営委員会を開催しました。委員会では、新体制につい
ての説明、第5次中長期計画案の説明及びJFCCの研究シーズの紹介を行い、多数の貴重なご意見をいただきました。

　11月11日（木）名古屋国際会議場において、賛助会員懇談会を開催致しまし
た。岡本理事長の挨拶に始まり、会員企業の紹介プレゼンテーション（新企画）、
会員相互およびJFCC役職員との交流会を行いました。交流会会場には、会員
企業のPRパンフレット、JFCCの新技術ポスターを展示し、皆様方の忌憚のな
いご意見を伺うと伴に会員相互の活発な意見交換が行われました。

　日時：平成22年12月22日（水）15：30～17：30
　場所：JFCC会議室
　議題：1．新体制について
　　　　2．第5次中長期計画案（研究）について
　　　　3．ＪＦＣＣシーズの紹介

賛助会員懇談会

2010年度賛助会員懇談会（特別・普通合同）の開催

基調講演 「再生可能エネルギーの大量導入と電力システム　～技術課題と蓄電池への期待～」

財団法人電力中央研究所　システム技術研究所　副所長　七原　俊也　氏

講演 1 「ＮＡＳ電池の現状と展望～セラミックスをコアとする蓄電池～」

日本ガイシ株式会社　ＮＡＳ事業部　設計部　マネージャー　渥美　淳　氏

講演 2 「ナノ材料を利用した次世代キャパシタ開発」

日本ケミコン株式会社　基礎研究センター　機能性材料研究室　室長　玉光　賢次　氏

講演 3 「インフラバッテリーとしてのＳＣｉＢ（新型リチウムイオン電池）とその展望」

株式会社　東芝　ＳＣｉＢ事業推進統括部　技監　本多　啓三　氏

講演 4 「第一原理計算とナノ構造解析の連携によるリチウムイオン電池材料研究」

財団法人ファインセラミックスセンター　ナノ構造研究所　グループ長代行　森分　博紀　氏
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VH2の高分解能透過走査電子顕微鏡像
水素原子がはっきりと観察されている

4セラミックス研究機関　合同講演会の開催

　2010年9月30（木）日に、JFCC、名古屋工業大学、東京工業大学、物質材料研
究機構の4セラミックス研究機関合同講演会が名古屋工業大学・講堂会議室
に於いて開催されました。4セラミックス研究機関合同講演会は、今年で11回
目となり、今回の合同講演会では「これからのセラミックス環境材料を考える」
をテーマに8件の講演が行われ、ＪＦＣＣからも以下の2件の講演を行いまし
た。

・「第一原理計算による強誘電体材料研究」　（ナノ構造研究所）森分博紀
・「機能性セラミックスを用いた高感度NOxセンサーの開発」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （材料技術研究所）高橋誠治
　企業からの参加者60名をはじめ、約120名の参加者があり、活発な質疑がな
されました。4機関それぞれの研究トピックスを知り交流を深める上でたい
へんに良い機会でした。なお、来年度はＪＦＣＣにて実施される予定です。

世界初！ 水素原子が見えた
（JFCC、東大、産総研の研究グループが電子顕微鏡で観察に成功）

　JFCCが所有する最先端の電子顕微鏡を用いて、元素中で最も軽い元素である水素原子（原子番号１）の観察に世界
で初めて成功。この成果は東京大学幾原教授（ＪＦＣＣ客員主管研究員）の強力な指導の下、同教授の研究グループ、Ｊ
ＦＣＣナノ構造研究所、産業技術総合研究所の共同研究によるもので、「収差補正走査透過型電子顕微鏡」を用いた新
たな観察手法（角度制御環状明視野―収差補正走査透過型電子顕微鏡法（ABF-STEM法））と観察条件を理論計算で精
密に予測することにより達成されました。

　水素原子は直径約1千万分の1mmと非常に小さく軽いため直接観察は不可能とされていましたが、今回の成果によ
り水素吸蔵合金や新たなエネルギー材料の性能向上に貢献できるものと考えられます。

　今回観察に用いた手法は他の元素にも応用可能であり、水素の他、
リチウム（今年5月にプレス発表済み）、炭素、窒素、酸素などの軽元
素の観察に適用すれば、ナノテクノロジーによる材料の性能、信頼
性向上に貢献できるものと考えられます。 

　これらは最先端の電子顕微鏡を駆使することで全ての元素を観
察できることを意味しており、画期的な成果です。

　なお、本成果は2010年11月5日発行の「アプライドフィジックス・
エクスプレス」オンライン版で公開されています。（Applied Physics 
Express 3 （2010)116603）

H
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JFCCの展示入口の混雑開会式

愛産研・市工研・ＪＦＣＣ合同研究

愛知産業技術研究所・名古屋市工業研究所・JFCC合同研究発表会の開催
～明日を拓くモノづくり新技術2010～

　名古屋商工会議所と3研究機関の主催で、合同研究発表会を10月20日（水）､
名古屋商工会議所で開催しました。2件の基調講演、3研究機関からの研究発表、
ポスターセッションの他に、個別相談コーナーも併設し、291名の方々に参加
いただきました。ＪＦＣＣは、下記2件の発表と個別相談コーナーで企業の方々
からの技術相談に対応致しました。

・「電子顕微鏡による材料表面の微構造観察と解析」
　ナノ構造研究所　濱中　忠

・「ＥＭＣ対応のセラミックス製電磁波吸収材料の開発と評価技術」
　材料技術研究所　東田　豊

研究発表会に於いても活発な質疑応答がなされました。

中国景徳鎮／国際陶磁博覧会に出展

　2010年10月18日（月）～22日（金）に、中国／景徳鎮で開催された｢景徳鎮国際陶磁博覧会｣に初めて出展しました。こ
の博覧会は2004年に始まり、以後国家事業として位置づけられ、規模も年々拡大しており、今年は数十ヶ国から多く
の企業が参加しました。展示ブースは約1250有り、海外や中国国内の陶磁器産地のブースがたくさん立ち並び、中国
国内の好景気を反映した博覧会でした。
　JFCCはファインセラミックスコーナーに出展し、モニターでＪＦＣＣをＰＲするとともにセラミックス製品の展
示を行いました。また、ポスターで最近の研究成果やトピックス（Ｌｉイオン電池解析等）を紹介し、多くの来場者を集
めました。

北陸地域　川上・川下オープンイノベーション・フォーラム2010に参加

　9月22日（水）に、ホテルニューオータニ高岡（富山県高岡市）で開催された「川
上・川下オープンイノベーションフォーラム2010」に参加しました。
　このフォーラムは、北陸地域内外の川下企業、川中（北陸地域の大学、川下
企業・国等の研究機関）、北陸3県等の川上企業で構成され、川下企業のニーズ、
川中の研究シーズ、技術移転シーズの提案・発表の場であり、北陸地域の川上
企業が次世代成長産業分野等の多様なニーズ、シーズに触れ、新販路の開拓、
産学連携等による研究開発、技術移転等をめざすものです。
　ＪＦＣＣは「ＪＦＣＣの最先端設備と各種評価解析技術について」と題し
てプレゼンテーションを行い、あわせて参加企業からの個別相談に対応致し
ました。
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メッセナゴヤ2010への参加

　COP10と連動して10月27日（火）～30日（土）の4日間、ポートメッセナゴヤ（名古屋金城ふ頭）で中部地区最大級の異
業種交流展であるメッセナゴヤ2010が開催され、出展しました。参加した企業・団体は昨年より100社増えて450社で、
入場者は42,979名でした。
　ＪＦＣＣは走査電子顕微鏡や他の評価技術のパネルを10枚掲示して、企業の皆様方に活発に活用していただける
ようにＰＲしました。

第16回けいはんな新産業創出交流センター シーズフォーラムへの参加

　産学官の連携を図ることを目的に、大学・研究機関等が研究シーズ提案をするシーズフォーラムが関西文化学術研
究都市推進機構・新産業創出交流センターの主催で、7月27日（火）、関西経済連合会の大会議室に於いて開催されまし
た。今回は、立命館大学とともにJFCCのメンバーが下記4件の講演を行いました。約100名の方々に参加いただき、好評
の内に終了しました。

ナノテク2011
第10回国際ナノテクノロジー総合展・技術会議に出展予定

～10-9が作る環境力～

　日本最大規模のナノテクノロジーに関する展示会である「nano tech 2011」に出展します。
JFCCブース（B-26）へのご来場をお待ちしております。
開催日時 ： 2011年2月16日（水）～18日（金）　10：00～17：00
開催会場 ： 東京国際展示場（東京ビッグサイト）
　　　　　東展示棟4・5・6ホール、会議棟

ＣＯＰ１０ 生物多様性交流フェアへの参加

　生物多様性条約第10回締約国会議（ＣＯＰ１０）に連動した交流フェアが
10月23日（土）～29日（金）7日間に亘って名古屋国際会議場に隣接する白鳥
公園で開催され、ＪＦＣＣは生物多様性に関連する資源・環境・生体等のパネ
ルを掲示し、JFCCブースを訪れたお客様に生物多様性とセラミックスの関
わりをＰＲしました。

・ ｢ファインセラミックスセンターにおける産学官の取り組みと紹介｣
・ ｢走査透過電子顕微鏡によるLi原子等軽元素の直接観察｣
・ ｢分離膜の開発と多孔質材料の機能評価｣
・ ｢電子顕微鏡のナノテクノロジーへの活用方法｣

研究企画部　　　法月 廣
ナノ構造研究所　福永 啓一
材料技術研究所　永野 孝幸
ナノ構造研究所　濱中 忠
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1 微小体積素を用いた物体の磁場特性分布の算出 2003-18764 2009.8.21 4362289

発明名称 出願番号 登録日 登録番号

2003.1.28

出願日

2 ケイ素気質耐水蒸気膜及びこれを用いた
水素ガス分離材並びにこれらの製造方法

2004-90602 2009.10.2 43832172004.3.25

2009年度特許登録実績 （2009/4/1～2010/3/31）

単独保有国内特許 ： 新規登録5件 ［累積保有数 ：15件］ ＊ 単独保有特許は実施希望に応じます

共同保有外国特許

本件に関するお問合せ先 ： 研究企画部　柴田典義  （052）871-3500（代表）　　Email : shibata@jfcc.or.jp

米国
韓国
台湾
シンガポール
中国
欧州

新規登録 2件 ［累積保有数 ： 9件］
新規登録 1件 ［累積保有数 ： 6件］
新規登録 1件 ［累積保有数 ： 4件］
新規登録 1件 ［累積保有数 ： 3件］
新規登録 2件 ［累積保有数 ： 3件］
新規登録 1件 ［累積保有数 ： 2件］

単独保有外国特許

共同保有国内特許 ： 新規登録15件 ［累積保有数 ： 40件］

米国
欧州

［累積保有数 ： 2件］
［累積保有数 ： 1件］

【技術内容】 高温水蒸気下で耐水蒸気性を発揮できるケイ素基質膜であり、希土類元素、Ｓｉ及びＯを含

み、かつＳｉ－Ｏ結合を有する。この膜は、一酸化炭素ガスの透過を抑制でき、さらに水素分離膜として用

いることができる。膜製造方法は、希土類元素を含む化合物とアルコキシシラン化合物とを含有する溶液

を塗布して塗膜とし、この塗膜を熱処理する工程を備える。

3 カーボンナノチューブ配線板及びその製造方法 2006-317745 2009.12.25 44315642006.11.24

【技術内容】 所定の方向に高配向するカーボンナノチューブ（CNT）を、パタン状に形成したCNT配線板で

ある。製造方法は、炭化珪素基板の表面にCNTの生成を抑制する抑制膜（酸化珪素膜等）を所定のパタンに

形成する工程と、炭化珪素を微量酸素の含有する雰囲気で加熱してCNTを生成する工程と、を順次備える。

4 カーボンナノチューブを用いたガス分離材及び
その製造方法

2003-377427 2010.2.5 44506022003.11.6

【技術内容】 非酸素系のガス分離に好適なガス分離材及びその製造方法を提供する。このためのガス分離

材は、カーボン等からなる多孔質基材の表面に、グラファイトを含む中間層及びカーボンナノチューブ層

を、順次備える。またカーボンナノチューブ層の外周側面を被覆する被覆層を備えることが好ましい。

5 多孔質複合材料の製造方法 2000-060863 2010.2.5 44509282000.3.6

【技術内容】 多孔質材料の深部の空隙や孔部内にもセラミックスが付与されている多孔質複合材料を製造

する。このため、多孔質材料の一方側と他方側とが区画された状態で、気体原料を一方側から他方側へ強

制的に通過させる。この方法によると、気体原料が、多孔質材料の空隙や孔部に滞留されるのが抑制され、

さらに初期から残留しているガスを孔内から排出できる。

【技術内容】任意の形状または任意の磁区構造を有する物体の磁場特性分布を、計算によって求める。まず

対象とする物体を微小体積素に区分した物体モデルと、微小体積素の単位磁場特性分布を準備する。そし

て、物体モデルを構成する複数の微小体積素の単位磁場特性分布を加算して物体の磁場特性分布を求める。



　2010年7月1日付けで古河電気工業（株）から出向して参りました藤村幸司
と申します。JFCCでは現在、第一原理計算を用いた材料特性の理論解析に関
する研究に従事しています。
　私は大学時代、第一原理計算を用いた固体レーザー材料の光学スペクトル
解析について研究していました。古河電工へ入社後は、主に、有限要素法に基
づく数値計算を用いた構造設計・熱設計によって製品開発を支援する仕事に
従事していました。しかし大学時代にやっていた研究を活かしたい思いもあり、
ここ1、2年は計算による材料特性の解析にも並行して取り組んでいました。
2002年に大学卒業以来、第一原理計算の経験のブランクがありましたが、その間の計算技術・計算機性能の発展は目
覚ましく、計算で得られる情報が大きく広がっている事に驚かされています。
　JFCCでの周囲の研究員の皆様は非常にスキルが高く、このような場で研究させて頂く事は非常に貴重であり、かつ、
嬉しく感じています。皆様にはご迷惑をおかけすることも多いと思いますが、ご指導・ご鞭撻の程よろしくお願い申し
上げます。

Japan Fine Ceramics Center職員紹介職員紹介
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　2010年9月1日付けで材料技術研究所エレクトロマテリアルグループに嘱
託採用して頂きました本間隆行と申します。私は2010年3月に博士号を取得し、
長岡技術科学大学にてポスドクとして研究に従事しておりました。
　JFCC着任以前は、窒化アルミニウムセラミックスを題材として、光学特性
や格子欠陥に関する研究を行ってまいりました。現在は酸化セリウムの研磨
メカニズム解明および代替材料の開発、固体酸化物燃料電池の電極に関する
研究に携わっております。電気化学の要素が強く、今まで培ってきたものとは
別の分野ですので戸惑うことも多々あると思います。しかし、自分の直感を信
じ、持ち前のガッツで取り組んでいきたいと思っております。
　JFCCで様々な知識や技術を学び、研究者として大きく成長したいと考えておりますので、皆様、ご指導ご鞭撻のほ
どよろしくお願い致します。

材料技術研究所　エレクトロ・マテリアルグループ
本間　隆行

　2010年7月1日付で、中部電力から出向してまいりました堀でございます。
　私の会社生活は、すでに30年を超えておりますが、その間の3分の1が中部
電力から他社への出向。しかも、今回の出向が4回目ということで、新しい環境
でやることには多少の自信を持っておりましたが、実際にＪＦＣＣに着任し
てみますと、初めての会社組織以外での勤務、初めて経験する研究企画業務と、
最初は戸惑いの連続で、多少の自信もどこへやら。
　しかしながら、ＪＦＣＣのみなさんやＯＢのみなさんの暖かいご支援やア
ドバイスのおかげで、今ではずいぶんと溶け込んで仕事を行っております。
　ＪＦＣＣは研究・試験・評価機関ですので、企業と同列には語れないと思い
ますが、私の半年間のハダ感覚で申し上げますと、ＪＦＣＣには、もっともっと飛躍・発展できるポテンシャルがある
と思います。これをポテンシャルのままに終わらせないようにするためには、全員が「フォア・ザ・ＪＦＣＣ」という熱
い強い思いを共有し、その熱い強い思いを組織全体の力に変えていく必要があります。別の言い方をしますと、たとえ
ひとり一人が一流のプロフェッショナルであっても、お互いをリスペクト（相互尊重）し、他者に関心を持ち、他者への
協力を惜しまないような組織風土でないとすれば、組織としては、大きな飛躍・発展はできないのではないかと思いま
す。
　全員が「フォア・ザ・ＪＦＣＣ」を当たり前のこととして、自然にこれに基づいて考え・行動できる組織風土となるよ
う、みなさんとともに現在の組織風土にさらに磨きをかけていきたいと思いますので、どうぞ、よろしくお願いいたし
ます。

常務理事　堀　昌宏

ナノ構造研究所　ナノシミュレーショングループ
藤村　幸司
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６月３０日付 
　委嘱解除 
　　常勤役員（常務理事） 
　　小川　正樹 
　　　　　　　　　　　　 
７月１日付 　　　　 　 
　委嘱 
　　常勤役員（常務理事） 
　　堀　昌宏

　出向受入
　　ナノ構造研究所　ナノシミュレーショングループ　研究員

７月３１日付
　退職（自己都合）
　　材料技術研究所　エレクトロ・マテリアルグループ　上級研究員補

９月１日付 
　嘱託採用
　　材料技術研究所　エレクトロ・マテリアルグループ　研究員

藤村　幸司

情野　香

本間　隆行

人の動き

○　社団法人粉体粉末冶金協会
　　技術進歩賞
　　受賞日　　　平成２２年５月２５日
　　受賞者　　　ＪＦＣＣ：松原　秀彰
　　　　　　　　株式会社村田製作所：松本　修次
　　　　　　　　株式会社中電シーティーアイ：清水　正義
　　　　　　　　豊橋技術科学大学：森　謙一郎
　　受賞理由　  ミクロ・マクロ連携法による焼結シミュレーション設計技術の開発

○　社団法人日本顕微鏡学会
　　瀬藤賞
　　受賞日　　　平成２２年５月２５日
　　受賞者　　　楠　美智子（客員主管研究員）
　　受賞理由　　透過型電子顕微鏡を用いた大面積・高配向カーボンナノチューブ・グラフェンの創製と応用開発

表　彰

JFCC の動きJFCC の動き


